
　
　
　
第
三
巻
　
　
昨
年
の
更
學
地
理
學
界

係
上
僅
に
敬
百
の
軍
隊
を
北
鮮
地
方
に
動
か
す
の
困
難
な

る
こ
ご
、
乱
入
の
實
験
せ
る
所
な
虹
。
然
る
に
・
今
よ
り
三

百
有
蝕
年
前
の
昔
に
於
て
、
加
藤
清
正
の
一
軍
が
決
意
國

境
の
大
江
を
超
ぬ
て
先
人
未
到
の
胡
地
に
遙
入
し
、
更
に

馬
首
を
縛
じ
て
豆
満
江
畔
の
廣
大
な
る
地
境
を
踏
破
し
歴

る
の
事
蹟
は
、
其
幾
歪
な
る
意
氣
眞
に
嘆
賞
に
値
す
◎
況

ん
や
其
行
動
だ
る
墨
書
民
の
先
登
こ
し
て
一
大
偵
察
を
途

写
せ
る
も
の
こ
認
め
得
べ
き
に
於
て
を
や
Q
清
正
が
夜
曙

に
乗
じ
、
兵
力
を
秘
し
て
敵
の
島
風
を
衝
き
、
直
ち
に
軍

を
撤
し
て
意
地
に
蹄
還
し
π
る
動
作
の
如
き
は
富
今
田
の

所
謂
偵
察
職
の
要
領
に
彷
彿
だ
る
も
の
あ
り
。
其
の
他
清

正
の
行
動
に
醤
し
、
今
口
の
戦
術
上
よ
り
批
判
す
べ
き
興

味
あ
る
問
題
亦
勘
か
ら
ざ
る
も
他
日
更
に
論
ず
る
の
遊
魚

あ
る
べ
し
O
（
大
正
六
年
＋
月
稿
）

第
一
號
　
　
＝
一
四
（
ご
一
四
）

武
蒋
修
業
に
就
て
（
上
）

闘
　
序

留
隅

下

川
　
潮

　
我
國
に
於
て
は
、
古
來
武
士
が
劔
二
等
の
武
術
を
回
る

程
度
迄
修
行
し
た
る
後
、
更
に
諸
國
を
遍
歴
し
て
、
或
は

所
在
の
武
諸
家
ご
技
を
角
し
、
或
は
山
野
に
伏
す
る
等
、

あ
ら
ゆ
る
魚
燈
を
欝
め
て
其
技
術
を
研
き
、
心
嚢
を
練
る

こ
ε
を
属
し
て
、
普
通
に
之
を
武
者
修
行
ご
云
ひ
、
又
兵
・

．
法
修
行
こ
も
云
ふ
。
而
し
て
此
武
者
修
行
は
古
く
よ
り
演

劇
稗
史
軍
談
等
に
よ
り
て
入
口
に
瞼
諭
せ
ら
れ
、
且
つ
朋

治
大
正
の
御
代
に
も
爾
往
々
行
は
れ
つ
》
あ
る
に
拘
は
ら

す
、
其
如
何
に
し
て
起
り
、
如
何
に
し
て
君
達
愛
養
せ
し

も
の
な
る
か
、
三
三
國
以
外
の
外
回
に
は
な
か
り
し
ゃ
否

や
、
こ
れ
等
の
問
題
に
間
す
る
確
實
な
る
智
識
を
吾
入
に

與
ふ
る
研
究
の
登
衷
せ
ら
れ
π
る
も
の
殆
ん
ご
之
あ
る
を



聞
か
す
。
余
輩
は
武
者
修
行
の
駿
生
及
び
其
墾
遷
が
各
時

代
の
魅
會
状
態
の
一
面
を
語
る
も
の
に
し
て
、
こ
れ
を
我

國
民
性
の
上
ま
り
見
る
も
將
把
又
、
日
本
武
軍
吏
の
上
よ

り
見
る
も
、
極
め
て
興
味
あ
る
問
題
な
り
ご
思
惟
し
、
少

し
く
研
究
を
試
み
だ
れ
ば
、
以
下
数
項
に
分
も
そ
之
を
述

べ
、
其
誤
謬
ご
未
見
の
史
料
ご
に
り
き
て
大
方
の
倉
敷
を

乞
は
ん
こ
す
。

　
　
　
　
島
　
武
蕾
修
行
の
漣
源

　
余
輩
は
こ
れ
よ
り
武
者
修
行
の
起
源
を
賜
ぶ
る
に
先
だ

ち
、
聯
か
所
謂
起
源
な
る
語
義
を
論
定
し
麗
か
ん
Q
起
源

な
る
語
は
避
暑
凡
そ
二
機
の
意
義
に
使
用
せ
ら
る
・
が
如

し
。
其
一
は
遷
る
事
件
の
登
生
し
て
漸
次
螢
達
繊
績
す
る

時
、
事
件
其
も
の
・
性
質
形
式
を
備
へ
て
出
現
せ
し
當
初

の
蕩
合
を
意
昧
す
る
も
の
に
し
て
、
他
の
一
は
更
に
湖
り

て
第
一
義
の
最
初
の
事
件
を
蛮
串
す
べ
き
思
想
、
或
は
廟

堂
こ
も
な
る
べ
ぎ
も
の
を
胚
胎
す
み
も
の
を
指
せ
る
も
の

な
り
。
而
し
て
余
輩
の
叢
に
武
者
修
行
の
起
源
ξ
羅
す
る

　
　
　
第
三
巻
　
　
二
三
　
　
武
者
修
行
に
就
て

は
、
即
ち
前
者
の
場
合
を
意
凝
す
る
も
の
に
し
て
、
武
者

修
行
な
る
も
の
、
性
質
叉
は
形
式
を
備
へ
起
る
も
の
》
最

初
の
出
現
を
云
ふ
β
固
よ
り
こ
れ
に
明
確
に
断
定
す
る
b
こ

ご
は
極
め
て
眠
難
に
し
て
且
危
瞼
な
る
こ
ご
な
る
も
、
、
大

凡
何
時
頃
よ
り
何
時
頃
の
間
に
其
起
源
を
証
す
る
も
の
な

ら
む
ご
云
ふ
が
如
き
は
耕
し
も
不
可
能
な
ら
ざ
る
べ
し
。

　
然
ら
ば
我
國
に
於
け
る
武
者
修
行
な
る
も
の
は
何
時
頃

に
其
起
源
を
襲
す
る
か
ご
云
ふ
に
、
國
慧
眼
、
古
事
類
苑
、

國
史
大
僻
典
等
に
は
皆
足
利
の
末
年
に
之
を
求
め
ん
こ
し

多
く
は
其
典
慷
こ
し
て
、
『
嬉
遊
笑
箆
姻
ノ
貼
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ボ
　
　
こ

　
蜜
町
日
記
、
義
輝
、
三
婦
を
盛
る
・
慮
今
度
は
丹
州
の
奨
こ
も
そ
の
う

　
へ
方
々
に
謄
れ
荘
け
る
牢
人
、
ま
六
一
μ
武
者
修
行
に
ま
か
謬
出
て
、
暫

　
く
の
間
方
々
に
滞
留
し
け
る
武
士
な
ざ
を
叢
あ
つ
め
て
曇
々
、
羽
屋
記

　
に
上
州
吾
妻
郡
朋
尾
亡
い
ふ
由
里
に
瀦
尾
入
遣
何
某
ミ
云
待
あ
り
、
そ

　
の
一
瓢
田
刀
海
同
門
能
登
｛
ず
、
　
噺
常
…
流
の
丘
ハ
法
を
よ
く
こ
こ
ろ
ざ
・
し
、
↓
刀
｝
臼
人

　
に
謝
・
し
勇
猛
の
侍
な
り
、
己
が
勇
の
人
に
勝
れ
れ
る
を
以
て
、
兄
弟
規

　
族
を
か
へ
彫
り
尉
冠
す
、
＋
口
四
脚
を
去
て
，
珊
丘
ハ
法
修
行
に
出
　
る
、
ハ
母
地
る
塵
毎
．
に

武
碧
響
あ
ら
穿
、
款
詮
購
駈
れ
筆
・

’
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一
號
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五
V



　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
　
纂
㎝
　
武
者
修
行
に
就
て

ε
あ
る
記
事
を
引
用
せ
り
．
然
る
に
室
町
殿
日
記
に
つ
き

セ
之
を
検
す
る
に
、
是
よ
り
先
き
、
足
利
十
三
代
將
軍
義

輝
の
父
十
二
代
將
軍
義
晴
の
天
文
十
扁
年
、
即
ち
義
輝
の

膨
め
て
七
歳
な
り
し
時
評
に
中
國
よ
り
出
で
、
武
者
修
行

を
な
せ
る
山
内
源
五
兵
衛
ご
云
ふ
も
の
あ
り
、
こ
れ
余
輩

、
が
今
臼
三
見
π
る
中
、
武
潔
修
行
な
る
国
字
を
以
て
書
き

あ
ら
は
さ
れ
軋
る
も
の
＼
初
見
こ
す
。
さ
り
な
が
ら
武
者

修
行
こ
い
ふ
丈
字
を
以
て
せ
ざ
る
も
、
其
實
際
に
於
て
武

者
修
行
こ
し
て
三
三
修
行
せ
し
事
實
が
、
十
二
代
將
軍
の

天
箇
年
問
よ
り
更
に
古
き
足
利
十
代
將
軍
義
血
の
明
鷹
年

，
聞
に
行
は
れ
至
る
こ
ご
は
次
の
記
事
に
よ
り
て
之
を
知
る

こ
ご
を
得
べ
し
・
『
足
利
輩
世
記
五
』
紳
豊
岡
合
職
三
品
流

・
弓
の
根
本
の
事
の
條
に
は
、

　
抑
注
州
衆
、
近
年
弓
の
上
手
に
て
、
他
国
に
超
過
・
し
て
、
あ
ま
れ
そ
の
藝

　
　
を
六
し
な
み
、
無
名
を
よ
げ
し
畢
は
朋
臨
の
比
四
日
置
建
て
四
入
の
射

　
　
手
出
來
し
て
、
名
讐
の
劔
藝
を
顯
は
し
け
る
、
共
中
に
伊
賀
國
に
、
臓

　
　
麗
蝿
重
患
豊
秀
寸
」
云
二
一
來
て
、
當
流
を
躬
初
め
、
黒
髪
の
悪
形
異
形

，
・
な
り
守
そ
・
B
ホ
を
弓
修
行
む
て
江
州
に
盗
り
、
佐
々
木
高
尾
同
定
頼

第
　
一
　
號
　
　
　
晶
二
山
ハ
　
（
一
二
・
山
ハ
）

　
二
代
に
仕
へ
弓
の
師
ミ
成
、
入
道
し
て
瑠
璃
光
坊
ご
號
す
、
法
名
以
徳

　
ε
名
付
け
る
、
以
徳
置
く
疑
本
を
魁
り
弓
の
菊
子
を
奪
η
る
近
國
の
洞

　
森
の
住
人
吉
田
上
野
介
豊
捻
に
勝
る
移
あ
ら
す
ミ
て
、
則
弟
子
に
ぐ
」
男

　
て
一
流
の
秘
曲
一
々
相
傳
す
云
々
、

ざ
見
ゆ
、
『
勝
軍
地
藏
軍
記
』
の
伺
記
事
亦
同
ゼ
。
而
し
て

「
干
城
小
傳
懸
三
三
」
に
も
、

　
森
川
香
山
回
書
日
、
明
豊
三
年
三
月
十
九
日
、
冒
濯
蝿
正
彦
行
者
ミ
し

　
て
吉
田
家
に
來
る
、
吉
田
上
野
始
而
師
之
射
道
を
樽
愛
す
、
共
後
高
野

　
山
　
に
行
き
、
明
縢
…
九
年
樋
由
・
反
出
口
田
［
所
へ
隔
譲
る
、
唯
授
一
入
を
渡
す
ミ

　
去
々
、
吻

ε
見
ゆ
、
こ
れ
武
士
修
行
な
る
事
實
の
行
は
れ
把
る
記
事

中
余
輩
の
見
槌
る
も
の
》
内
最
も
古
き
も
の
な
り
こ
す
β

之
を
要
す
る
に
武
者
修
行
ご
云
ふ
文
字
に
て
書
き
あ
ら

ば
さ
れ
把
る
も
の
》
内
に
て
余
輩
の
見
把
る
最
古
の
も
の

は
、
天
学
年
尚
の
記
事
な
れ
ご
、
武
者
修
行
の
文
宇
な
ら

ざ
る
も
弓
修
行
こ
い
ふ
文
字
に
て
記
さ
れ
、
而
も
武
者
修

行
の
事
賓
が
行
は
れ
把
る
こ
ご
は
既
に
明
朗
年
間
に
あ
り

ご
云
ふ
こ
ご
を
知
る
嫁
り
。



　
・
以
上
は
記
録
上
の
研
究
塗
る
が
、
余
輩
は
こ
れ
等
の
記

・
事
ご
連
記
の
肚
會
悪
態
こ
よ
り
併
せ
考
へ
て
、
此
武
者
修

行
な
る
も
の
は
通
志
の
織
の
前
後
よ
り
明
慮
年
間
に
か
け

て
登
生
せ
る
も
の
な
る
が
如
く
、
少
く
巴
も
明
旦
の
璽
即

ち
今
よ
り
凡
四
百
一
ご
二
十
年
前
に
穿
て
、
巳
π
武
者
修
行

な
る
も
の
～
行
は
れ
つ
、
あ
り
し
こ
ご
を
信
ず
る
も
の
な

囁
り
。
換
言
す
れ
ば
足
利
時
代
の
申
期
に
起
り
て
其
末
期
よ

め
徳
川
時
代
の
初
期
に
か
け
て
最
も
隆
盛
を
極
め
し
も
の

な
ら
ん
ご
信
ず
る
も
の
な
り
○

　
　
　
・
罵
　
武
具
修
行
の
誘
因

　
余
輩
は
贈
呈
修
行
登
生
め
誘
因
を
以
て
當
時
の
赴
會
状

態
に
離
せ
ん
こ
す
る
も
の
な
り
。
而
し
て
其
主
な
る
胱
會

事
情
は
凡
そ
四
あ
り
。
其
第
一
は
當
蒔
の
就
會
が
生
存
競

箏
の
激
烈
な
る
實
力
本
位
の
世
の
中
な
り
し
ご
云
ふ
に
φ

’
9
0

　
抑
も
慮
仁
鼠
後
は
將
軍
の
威
力
地
に
落
ち
、
諸
國
は
潰

要
し
て
鮮
豊
野
糠
の
歌
態
を
出
現
し
、
諸
大
名
の
治
下
に

第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
武
者
修
行
に
就
て

て
も
強
臣
蹟
雇
し
て
其
辺
君
の
権
を
奪
ひ
、
秩
序
棄
織
し

て
動
あ
す
れ
ば
無
警
察
の
状
態
を
暴
露
せ
り
。
是
に
於
て

諸
大
名
も
競
う
て
武
藝
を
奨
働
し
抜
群
の
勇
士
を
招
致
し

て
薗
家
の
強
を
計
ら
ん
こ
す
る
に
至
り
、
又
嗣
方
部
下
の

士
も
亦
自
己
の
生
命
財
灌
を
安
全
の
保
ち
、
他
の
迫
害
に

打
勝
つ
爲
め
に
は
興
腰
男
な
き
圭
家
に
依
頼
す
る
の
不
茨

な
る
を
思
ひ
、
各
自
武
術
を
鍛
へ
、
心
身
を
練
り
て
武
技

に
秀
で
ん
こ
ご
を
心
懸
く
る
に
至
れ
り
。
さ
れ
ば
彼
等
の

武
藝
に
三
つ
る
は
如
上
の
自
己
防
衛
上
の
利
盆
め
る
の
み

な
ら
す
》
叉
同
時
に
積
極
的
に
自
己
の
出
身
榮
達
を
計
る

滋
に
し
て
一
暴
発
得
こ
も
い
ふ
べ
き
も
の
な
り
。
當
時
諸

種
の
主
辞
兵
法
の
講
習
討
論
の
盛
ん
に
し
て
登
達
し
花
る

こ
ご
ぱ
前
古
無
比
な
り
Q
而
し
て
黒
眼
何
派
ご
樽
し
て
一

流
一
派
を
開
き
、
多
数
の
…
門
人
を
激
ふ
る
職
業
的
師
範
な

る
も
の
、
生
じ
始
め
し
も
亦
此
足
利
時
代
中
世
事
後
織
豊

時
代
に
か
け
て
の
田
凍
事
に
し
て
、
徳
川
時
代
に
λ
り
て

盆
々
噸
数
を
増
し
、
途
に
は
二
百
除
流
の
流
派
を
生
す
る

第
一
號
　
一
’
二
七
食
ご
七
）



　
　
　
第
三
巻
囁
　
雑
纂
　
　
武
者
修
行
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
ご
八
（
一
二
八
）

に
至
り
し
な
り
。
斯
く
て
武
舞
家
は
或
は
其
武
藝
を
研
き
　
る
一
資
格
ご
な
り
、
遽
に
〆
跨
圃
年
函
墨
簿
ご
弱
し
て
我

し
上
に
も
磨
か
ん
こ
し
、
或
は
自
己
の
流
派
を
弘
め
ん
こ
武
者
修
行
に
酷
似
す
る
も
の
彼
れ
に
も
輪
生
し
て
盛
ん
に

し
で
弦
に
武
春
修
行
ε
云
ふ
廻
國
の
風
を
生
す
る
に
至
り
行
は
れ
淀
る
は
東
西
爾
洋
に
於
け
る
此
種
肚
會
現
象
の
比

し
な
ら
む
Q
彼
中
世
西
歓
羅
巴
の
祉
會
が
カ
ロ
・
大
帝
の
，
較
上
、
極
め
て
興
味
あ
る
こ
ご
、
謂
は
ざ
る
べ
か
ら
す
。

残
後
、
入
一
四
年
）
混
血
紛
事
の
歌
態
に
陥
り
、
癖
者
は
強
　
　
第
二
誘
因
は
此
時
代
に
於
け
る
今
入
の
三
生
な
り
こ
す

者
の
爲
め
に
燃
せ
ら
れ
、
盗
賊
は
隙
を
な
し
て
横
行
し
、
　
即
ち
諸
家
翼
翼
の
頻
繁
な
り
し
結
果
、
主
家
を
離
れ
回
る

益
虫
地
方
は
こ
れ
が
爲
め
に
苦
し
め
ら
れ
て
各
人
の
身
艦
浪
人
の
多
数
に
螢
生
す
る
も
亦
陀
超
然
な
り
。
而
し
て
此

及
び
財
産
頗
る
不
安
面
こ
な
り
、
故
に
個
人
的
勇
氣
を
有
　
等
の
浪
人
の
内
燃
藝
に
秀
で
だ
る
も
の
は
其
技
術
を
以
て

す
る
に
あ
ら
す
ん
ぱ
其
身
膿
の
安
全
を
保
持
し
、
財
産
の
　
諸
國
を
遍
歴
し
て
良
主
を
見
出
し
、
こ
れ
に
召
抱
へ
ら
れ

保
管
を
確
實
に
す
る
こ
ご
困
難
雰
る
を
感
知
せ
し
結
果
、
　
て
食
録
を
得
ん
こ
す
る
動
機
よ
り
武
看
修
行
を
思
立
し
こ

有
志
貴
族
等
は
薗
己
の
利
害
に
激
せ
ら
れ
、
叉
は
弱
君
の
　
こ
も
亦
あ
り
飛
べ
き
こ
ご
な
り
Q

不
幸
な
る
境
遇
を
欄
む
の
情
よ
り
、
遽
に
弱
輩
保
護
筈
毒
隣
邦
支
那
に
於
て
周
年
衰
へ
中
央
の
樺
力
地
に
落
つ
る
や

駆
逐
を
罠
的
こ
す
る
組
合
を
作
り
、
如
何
な
る
蕩
合
に
遭
群
雄
互
に
相
璽
ひ
、
國
嵐
山
］
す
れ
ば
、
其
自
主
世
襲
の
官

遇
す
る
こ
も
、
決
し
て
逡
巡
す
る
こ
ご
な
き
を
誓
ひ
、
途
職
を
利
用
し
て
當
世
に
獣
癒
せ
ら
る
べ
く
、
種
々
の
潤
飾

に
武
士
制
度
な
る
も
の
が
十
一
世
紀
の
頃
よ
う
起
り
て
西
　
を
加
へ
、
此
を
以
て
生
活
の
方
便
博
し
、
藝
本
志
の
所
謂

欧
再
臨
の
武
士
問
に
及
び
、
而
し
て
武
藝
を
練
磨
し
て
心
　
九
輪
百
家
を
生
巷
し
が
、
こ
れ
恰
も
至
重
に
於
け
る
浪
添

身
を
鍛
練
す
る
こ
ご
が
武
士
な
る
も
の
に
鋏
ぐ
べ
か
ら
ざ
　
が
武
石
を
以
て
各
流
達
涙
を
起
し
生
る
に
比
す
べ
く
、
支

庸

昏



那
に
於
て
彼
等
が
諸
侯
の
賑
々
を
遍
歴
し
て
職
を
需
め
ん

こ
し
興
り
し
は
、
我
國
の
浪
人
が
武
齎
修
行
に
な
り
て
良

圭
を
見
出
さ
ん
ご
し
π
る
に
酷
似
す
る
勝
あ
り
、
甥
照
し

來
っ
て
樽
々
興
味
の
津
々
た
る
を
昼
ぬ
し
む
。

　
誘
因
の
第
三
は
灘
信
の
行
脚
の
風
盛
ん
に
行
は
れ
し
三

な
り
こ
す
。
こ
は
我
國
の
中
古
平
綴
灘
宗
漸
く
弘
題
し
、

北
條
足
利
の
時
代
に
か
け
て
灘
風
全
國
に
吹
き
荒
み
、
灘

の
修
行
者
が
身
を
行
雲
流
水
に
任
せ
て
諸
方
の
叢
林
を
訪

ね
道
を
修
め
つ
、
あ
り
し
が
、
こ
れ
武
者
修
行
に
比
較
す

れ
ば
、
其
聞
甚
だ
相
類
似
す
る
慰
め
る
を
見
出
す
の
み
な

ら
す
、
灘
理
ご
剣
槍
の
理
こ
の
聞
に
は
互
に
相
一
致
す
る

も
の
あ
り
、
事
實
に
於
て
も
灘
家
ご
武
藝
家
ご
は
相
接
近

せ
る
あ
り
て
、
其
聞
の
關
登
臨
々
密
接
な
る
・
も
の
を
致
せ

る
な
b
o

　
是
に
於
て
余
は
以
上
暴
げ
し
誘
因
以
外
、
質
種
雲
水
の

行
脚
が
確
か
に
武
潜
修
行
の
思
想
を
酬
致
し
慮
る
一
因
な

ら
む
ご
思
考
す
る
も
の
な
り
○

第
三
馨
　
　
雑
　
纂
　
　
武
者
修
行
に
就
て

　
誘
因
の
第
四
は
中
央
の
疲
弊
に
撃
っ
て
當
時
一
般
に
廻

國
の
風
盛
ん
な
り
し
こ
ご
即
ち
こ
れ
な
り
○
即
前
越
の
如

く
當
時
は
中
央
の
歪
力
衰
へ
加
之
戦
傷
の
爲
め
非
常
に
疲

弊
を
來
し
、
假
命
中
央
に
留
ま
る
こ
も
衣
食
に
困
難
な
る

が
故
に
、
こ
れ
ま
で
中
央
に
集
り
凍
り
し
人
々
も
次
第
に

地
方
に
下
向
し
、
諸
大
名
豪
族
等
の
許
に
衣
食
の
資
を
求

め
ん
こ
す
る
の
風
は
．
貴
志
上
下
の
間
に
起
り
、
僑
侶
、

美
術
家
、
濃
霧
者
、
俳
亡
師
其
他
の
技
養
家
も
、
亦
一
般
、

に
廻
國
の
風
あ
り
G
此
識
よ
り
す
れ
ば
、
武
者
修
行
の
如

き
も
當
時
一
般
の
面
痩
現
象
頗
る
廻
國
の
傾
向
の
繭
表
現

じ
過
ぎ
す
ご
兇
る
こ
ご
が
、
，
正
に
至
當
な
る
や
も
知
る
可

か
ら
す
。

　
　
　
　
四
　
武
遺
事
術
運
武
藝
の
麺
頸

　
次
に
我
國
の
武
者
修
行
な
る
も
の
は
、
多
く
の
人
に
劔

槍
の
み
に
限
ら
れ
て
行
れ
る
も
の
》
如
く
解
せ
ら
る
》
も

熱
雲
は
必
し
も
然
り
し
に
あ
ら
す
。
少
な
く
こ
も
左
に
列

爆
す
る
七
種
の
武
藝
に
於
て
は
武
者
修
行
の
行
は
れ
た
る

第
一
號
　
一
二
九
（
一
二
九
）



第
三
懸
　
　
雑
　
纂
　
　
武
者
修
行
に
就
て

こ
ご
確
か
な
る
が
如
し
。

　
一
創
　
　
　
術

　
本
朝
武
器
小
傷
五
、
伊
藤
一
刀
齋
鍛
久
者
伊
豆
人
孔
∩
從
二
丁
捲
q
齋
一

　
　
　
　
　
　
り
　
り
　
　
　
む

　
蓮
二
中
條
流
馬
蝉
手
術
。
一
得
二
締
妙
〇
一
彦
出
塁
州
一
而
翼
二
刀
徳
者
一

　
爲
二
勝
費
一
三
十
三
度
也
。
其
技
砺
憩
蒲
妙
也
。
云
々

二
槍
　
　
　
術

　
同
書
七
、
二
重
墨
斑
闘
房
法
印
胤
覇
者
中
御
門
氏
、
齋
都
尉
総
筑
、

　
難
レ
爲
二
藤
門
，
一
重
齋
二
刀
棋
之
術
、
一
領
二
柳
生
侃
馬
濫
獲
巌
｝
共
學
二

　
、
二
野
、
於
上
泉
伊
勢
餐
、
閏
又
有
＝
大
膳
大
夫
盛
捨
者
一
槍
法
之
蓮
人
也
、

　
修
二
行
諸
州
一
而
二
二
南
都
一
週
榮
留
二
盛
忠
，
一
於
賞
二
院
一
學
晶
楓
滴
一

　
既
熟
夷
㌶
々
、

ラ
三
薙
刀
　
術

C
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
り
　
む
　
　

　
同
書
七
、
穴
羅
主
殿
田
口
囲
者
薙
刀
蓮
人
磁
北
ハ
術
如
レ
毒
断
二
行
誰
州
一

　
野
饗
奉
・
仕
こ
秀
頼
公
｝
敏
こ
子
鼠
於
秀
頼
公
一
雷
管
幽
年
於
噌
隅
浪
速
「

　
踊
＝
戦
功
｝
絡
討
死
、
其
芳
響
見
童
稗
レ
之
云
々
、

ラ四
柔
　
　
　
術
内
　
　
　
　
　
　
　
　
－

く
　
大
へ
難
話
柔
心
の
子
伯
に
八
鄭
左
衛
門
氏
業
（
後
隠
居
剃
髪
し
て
魯
伯
∀

　
叔
を
萬
右
徽
…
門
氏
英
　
季
を
彌
太
鄭
一
顧
（
後
際
居
・
し
て
蟻
嘱
目
）
ご
云
ふ

　
何
れ
も
柔
衛
武
藝
の
俊
傑
也
（
申
立
）
曾
て
入
鄭
た
衛
門
諸
圃
修
者
修
行

第
一
號
　
　
一
三
〇
　
（
一
三
〇
）

’

　
　
し
て
其
名
普
く
知
ら
れ
れ
る
慮
な
り
盤
々

　
　
　
五
弓
　
　
　
術
　
　
　
　
　
　
●

　
く

　
　
こ
れ
に
つ
き
て
は
蘭
章
に
引
謹
也
・
し
瞬
腰
試
藏
軍
議
及
び
族
型
番
由
傳

　
　
書
等
に
型
置
朔
正
が
号
修
行
替
し
悪
例
に
よ
擁
て
こ
れ
冷
長
ず
る
こ
ミ

尾
得
。

　
六
銃
炮
　
術

　
く

　
　
糖
海
治
観
評
、
鐵
炮
は
薩
州
劣
’
輔
が
島
に
初
ま
る
ミ
い
へ
ざ
も
、
睦
傳
來

　
　
↓
る
所
の
潜
は
尺
便
家
よ
叫
世
上
に
弘
ま
ろ
也
ハ
中
略
〉
韓
野
に
て
鍛
練

　
　
し
ぬ
る
者
、
武
者
修
行
ミ
卜
し
て
藩
國
を
行
脚
〔
、
人
に
教
ゆ
う
故
に

　
　
河
野
流
ε
い
ふ
穴
リ
ハ
上
略
佐
藤
一
甫
な
ご
が
如
き
軋
是
☆
叫
営
々
、

　
ラ
　
七
三

く
　
　
＝
れ
に
つ
き
て
は
轡
岡
傳
、
慶
長
九
隼
八
月
＋
五
口
、
爽
山
八
坂
に
て

　
　
害
岡
直
重
ミ
試
合
ぜ
『
武
蓉
修
行
暫
朝
山
三
徳
が
棒
を
以
て
試
命
し
郭

　
　
る
翻
審
、
及
び
疋
階
玄
五
型
の
廻
醐
n
翻
等
に
よ
り
Q

　
以
上
の
七
種
の
外
、
居
合
、
馬
術
、
覧
噴
水
爆
撃
濫
泳

ご
云
ふ
が
如
き
武
藝
あ
れ
ご
も
、
此
等
に
は
武
者
修
行
の

行
は
れ
し
や
否
や
ま
だ
確
讃
を
得
す
O
さ
れ
ご
載
國
時
代

に
於
て
は
殆
ん
ご
総
て
の
武
藝
に
亙
り
て
武
者
修
行
の
行

は
れ
し
に
あ
ら
す
や
ご
思
ふ
べ
き
理
由
あ
り
Q
現
に
武
術



に
は
天
正
の
頃
大
坪
羅
左
衛
門
ご
云
ふ
者
は
弓
術
修
行
を

な
し
篭
り
ご
云
ふ
話
あ
り
。
叉
山
本
勘
助
が
兵
法
蹄
黒
鼠

を
以
て
諸
國
を
遍
歴
修
行
し
把
り
ご
傳
へ
ら
る
れ
ば
な
り

之
を
記
載
す
る
書
籍
の
史
的
償
値
ρ
甚
だ
疑
は
し
き
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

あ
る
が
故
に
．
余
輩
は
直
に
こ
れ
を
肯
定
す
る
に
躍
回
す

る
の
み
。

　
要
す
る
に
足
利
時
代
の
中
期
以
後
徳
川
膝
代
を
通
じ
て

大
正
の
今
腿
に
至
る
ま
で
約
四
百
四
五
十
年
間
に
亘
る
長

年
月
の
聞
に
は
種
々
雛
多
な
る
武
藝
に
武
者
修
行
の
行
は

れ
淘
る
こ
ご
を
知
る
な
り
。
而
か
も
其
等
諸
藝
の
中
に
て

最
も
多
く
且
つ
盛
ん
に
後
世
ま
で
も
行
は
れ
し
も
の
は
鰯

術
に
し
て
槍
術
之
に
次
ぐ
。
其
他
の
も
の
は
徳
川
疇
代
に

入
り
て
以
家
盗
難
漸
く
減
じ
、
中
に
は
全
く
中
絶
し
把
る

も
あ
る
が
如
し
。
從
て
世
人
一
般
に
創
術
ご
槍
術
こ
の
み

武
者
修
府
の
行
は
れ
た
る
が
如
く
に
写
せ
ら
る
、
も
亦
無

理
な
ら
ざ
る
こ
ご
な
り
こ
す
。

　
　
　
　
醜
　
武
蕾
修
行
の
自
朗

第
蕊
巻
　
　
難
　
纂
　
　
武
者
修
行
に
就
て

　
次
に
同
じ
く
武
者
修
行
ご
云
ふ
も
之
を
實
行
ず
る
昏
個

入
に
つ
き
其
動
機
残
的
に
就
て
考
ふ
る
ご
き
は
萬
人
必
す

し
も
一
様
な
る
に
あ
ら
す
し
て
、
時
．
代
に
よ
り
て
攣
化
あ

り
、
叉
同
時
代
に
於
て
も
各
個
人
に
依
っ
て
大
差
あ
り
○

こ
れ
を
分
類
す
る
時
は
凡
そ
次
の
六
野
に
分
つ
こ
ご
を
得

べ
t
o
今
各
類
に
亘
り
記
録
上
よ
り
武
者
修
行
の
目
的
を

朋
示
せ
る
も
の
一
例
づ
＼
和
爆
げ
て
之
を
説
乾
せ
ん
。

　
（
第
一
類
）
　
先
づ
武
者
修
行
本
家
の
目
的
は
或
は
師
に

っ
き
或
は
他
の
方
法
に
よ
り
て
其
地
に
勝
て
出
來
得
る
丈

け
の
武
衛
の
修
練
を
な
し
、
相
當
の
自
信
を
得
罵
る
も
術

満
足
す
る
こ
ご
能
は
す
、
更
に
諸
國
を
遍
歴
し
て
名
あ
る

達
人
を
訪
ね
て
試
合
を
望
み
ガ
若
し
自
巳
よ
り
優
れ
し
名

人
あ
ら
む
か
、
其
門
人
こ
な
り
て
敷
を
受
け
、
叉
或
は
山

野
に
伏
し
或
は
鋼
弦
を
越
ゆ
る
等
あ
ら
ゆ
る
歎
苦
を
嘗
め

瀧
し
て
以
て
自
爆
の
技
衛
及
び
心
知
の
練
磨
向
上
を
n
的
，

ご
す
る
も
の
な
ゆ
O

　
（
鋼
敦
）
ご
秘
す
る
心
形
刀
流
の
目
録
の
註
著
書
ト
，
久
挙
に
未
ズ
良
ら

第
一
號
　
　
一
三
一
　
く
一
三
一
）

い



，

　
　
　
第
三
管
　
　
雑
　
纂
　
　
武
者
修
．
∬
に
就
て

　
劒
技
蓮
ぜ
ざ
る
ミ
三
わ
あ
り
も
長
ひ
て
其
術
を
修
行
ぜ
ん
が
駕
め
に
出

　
で
、
薦
園
に
行
く
ミ
云
へ
り
云
々
ミ
あ
る
は
即
聴
な
一
り

　
（
第
二
類
）
　
は
自
己
の
修
得
し
た
る
藝
能
を
自
負
し
諸

國
を
遍
歴
し
て
名
を
揚
げ
、
叉
は
自
巳
の
黒
め
把
る
流
派

を
諸
國
に
弘
め
ん
こ
す
る
を
以
て
武
者
修
行
に
穿
つ
る
も

の
な
り
こ
す
Q
聖
心
流
を
閥
き
遷
る
大
堀
．
慰
謝
ご
云
ふ
者

が
、
若
き
時
に
劔
術
に
自
満
し
、
天
下
に
調
製
し
て
名
を

顯
は
さ
ん
ご
思
ひ
付
た
り
云
々
、
（
撃
劔
叢
談
〉
ご
云
ふ
が

如
き
は
即
ち
名
を
揚
げ
ん
こ
す
る
方
の
一
例
に
し
て
、
叉

自
巳
の
開
き
た
る
流
派
を
天
下
に
弘
め
ん
員
的
に
て
武
者

修
行
し
た
る
は
同
書
に
其
比
宮
本
武
臣
臼
流
を
弘
め
ん
こ

て
九
國
に
活
歴
し
云
々
ご
見
ゆ
る
が
如
き
即
ち
是
な
り
。

弦
に
一
言
す
べ
き
は
記
録
愚
書
の
上
に
朋
ら
か
に
廻
國

修
行
の
目
的
を
表
示
せ
ら
れ
把
る
實
例
を
見
る
に
、
第
一

類
の
例
は
第
二
類
の
例
に
比
し
て
其
頃
甚
だ
少
き
も
、
そ

れ
の
み
に
よ
り
て
直
に
第
・
類
の
武
者
修
行
が
第
二
類
の

武
者
修
行
よ
り
遙
か
に
少
撒
な
り
し
と
漸
定
す
る
こ
ご
能

第
　
一
號
．
　
　
＝
ニ
ニ
　
（
；
三
）

は
ざ
る
一
事
な
h
・
o
何
こ
な
れ
ば
爾
者
の
、
性
質
上
前
者
よ

b
は
後
者
の
方
遙
か
に
記
録
に
上
り
易
く
、
殊
に
第
二
類

・
の
魯
巳
の
流
派
を
弘
め
ん
た
め
に
廻
抄
す
る
入
の
如
き
は
、
．

多
く
一
流
の
流
秘
こ
は
る
が
如
き
高
名
の
入
多
け
れ
ば
な

り
。
余
輩
は
其
性
質
及
び
幕
末
以
後
の
實
況
等
よ
り
考
へ

て
、
寧
ろ
第
一
類
の
選
か
に
多
か
り
し
な
ら
ん
こ
ご
を
信

ず
る
も
の
な
り
。
創
樂
腿
骨
雛
耀
鯨
醐
舗
に
、

　
　
國
巡
行
武
悉
修
行
の
事
二
つ
当
る
べ
・
し
．
一
つ
に
に
武
藝
勲
心
の
人
漣

　
　
年
二
流
極
む
芝
巌
へ
ざ
も
、
全
勝
の
一
理
を
不
レ
悟
故
に
、
廻
國
・
し
て

　
　
名
師
に
値
泄
・
し
、
其
捗
を
舞
ん
ミ
欲
す
る
も
の
な
り
。
箇
糠
の
入
は
諸

　
　
閾
請
流
ご
仕
合
を
し
て
へ
勝
ち
れ
る
こ
ご
を
不
レ
漉
、
買
け
れ
る
こ
ビ

　
　
を
脆
ご
ず
、
如
何
ミ
な
れ
ば
、
我
に
貢
く
る
人
は
我
に
劣
る
人
な
れ
ば

　
　
我
勝
て
も
我
に
盤
寡
〔
、
我
に
勝
（
、
入
ほ
我
に
勝
れ
る
人
な
れ
ば
、
我

　
　
臨
け
て
挽
こ
す
、
是
則
我
よ
り
高
き
人
に
出
航
こ
，
菱
渦
徳
か
習
熟
ゼ

　
　
ん
た
㌧
め
の
軌
一
行
菰
ろ
．
か
ゆ
へ
也
、
、
既
r
鉱
ハ
庸
が
を
論
る
時
は
、
謙
『
徳
を

　
　
擁
ト
で
。
依
り
て
名
不
レ
顯
槌
眞
の
肝
心
呈
し
て
、
難
レ
膚
人
爵
、
亦
一

　
　
つ
に
は
、
三
二
流
に
へ
打
含
憂
，
る
ド
、
己
れ
が
力
離
利
根
早
巽
蓬
者
ド

　
　
ま
か
也
て
、
藝
に
慢
ご
、
他
國
他
流
存
打
陵
、
名
を
揚
げ
ん
ミ
欲
す
る

　
　
も
の
嬢
り
、
箸
入
ほ
前
に
反
で
、
勝
れ
る
時
は
悦
び
、
資
σ
ぬ
る
時
拭

ｿ

陛



　
，
怒
暖
箇
檬
の
入
ほ
徳
撃
て
不
レ
薄
レ
鐵
、
墨
党
誼
趣
を
以
て
人

　
を
害
し
、
我
も
皆
無
を
取
る
遇
の
也
、
贔
れ
馨
を
以
て
道
ご
す
る
人
也

　
ぺ
閉
り
執
心
に
あ
ら
す
．
調
々
。

ご
あ
る
は
當
時
鯛
に
武
者
修
行
に
此
二
種
あ
る
こ
ご
を
認

め
π
る
人
あ
る
を
知
る
ご
同
時
に
，
第
｛
類
の
廻
國
修
行

者
の
名
の
顯
鳳
れ
す
レ
ヌ
出
て
記
鎌
上
に
も
其
数
の
比
較

酌
少
な
き
理
由
の
一
面
を
語
り
元
る
一
・
舞
料
ご
見
る
を
総

べ
し
。．
（
第
三
類
）
　
先
き
に
武
者
修
行
の
誘
因
の
一
こ
し
て
霜

げ
忙
る
、
如
く
圭
讃
を
失
ひ
し
浪
人
が
新
に
哀
主
を
見
出
し

て
之
に
奉
仕
せ
ん
こ
す
る
目
的
を
以
て
、
武
者
修
行
者
．
こ

な
り
、
諸
國
を
遍
、
歴
し
、
若
し
事
事
あ
ら
ば
身
を
我
好
め

る
方
に
，
投
じ
で
功
名
を
な
し
一
躍
し
て
大
儒
を
得
出
身
せ

ん
・
し
す
る
の
類
な
り
。
武
藏
の
養
＋
宮
本
伊
織
が
武
藏
に

從
ひ
洩
諸
國
を
経
て
、
小
倉
の
小
笠
原
侯
の
下
に
召
炮
ね

ら
れ
、
途
に
四
千
五
百
石
の
家
老
ご
ま
で
な
り
し
が
如
き

は
、
此
の
例
の
著
し
き
も
の
な
り
こ
す
○

第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
武
者
修
行
に
就
て

（
第
四
類
）
此
は
師
讃
叉
は
親
兄
弟
叔
姪
の
爲
め
か
復

讐
の
日
的
を
毒
せ
ん
が
爲
め
、
武
者
修
行
者
こ
な
り
て
諸

國
を
逼
歴
し
、
途
す
が
ら
手
腕
心
膿
を
練
り
つ
、
仇
の
所
．

在
を
探
ヶ
、
其
目
的
を
茶
せ
ん
ご
侮
る
の
類
な
り
こ
す
。

岩
間
小
熊
が
師
恩
を
忘
れ
元
る
根
岸
兎
角
を
懲
さ
ん
が
牝

め
、
鹿
島
若
宮
に
所
り
、
江
戸
に
出
で
、
唐
画
橋
上
に
於

て
勝
負
を
決
し
た
る
こ
ご
の
北
條
五
代
記
に
見
ゆ
る
が
如

き
即
其
一
例
な
り
。
　
　
　
　
・

　
（
第
五
．
類
）
　
此
は
他
國
の
要
塞
、
地
理
入
三
等
を
偵
察

す
る
n
的
を
以
て
武
者
修
行
に
出
つ
る
の
類
な
り
。
斯
る

事
の
行
は
れ
認
る
確
讃
こ
し
て
は
、
劔
上
鞍
記
の
武
者
修

行
の
こ
ご
ゆ
へ
云
ふ
條
に
、
、

　
　
幕
武
者
修
哲
ミ
．
薫
・
ミ
を
、
人
々
常
忘
に
か
雌
虚
し
こ
．
、
濾

　
“
、
募
は
蓮
近
に
．
か
ぎ
・
ら
す
、
圃
々
へ
行
て
、
凱
ハ
鼠
輩
ハ
祈
F
て
嘱
名
篭
、

　
こ
レ
2
し
か
六
を
ご
ひ
六
つ
ね
で
、
業
學
び
猛
ご
ρ
試
み
、
こ
』
．
炉
し
、
、

　
に
ご
・
ま
砺
學
び
な
ら
は
し
れ
る
に
、
芙
ま
・
ミ
は
、
國
々
の
風
俗
、

　
關
一
圭
城
主
の
繕
…
子
十
｛
革
の
強
弱
、
　
和
不
和
、
　
四
一
器
の
れ
・
し
な
み
》
か
れ
を

　
も
見
聞
・
し
、
か
つ
地
遅
を
も
ほ
か
り
し
る
こ
ミ
を
、
こ
・
ろ
ミ
す
ろ
わ

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
・
號
　
　
　
一
三
三
　
（
一
三
三
）



策
三
巻
　
　
雑
纂
　
　
武
者
修
行
に
就
て

第
一
號

ご
二
四
　
（
一
三
糊
）

　
ざ
な
る
に
、
人
“
と
て
は
、
均
分
に
よ
り
て
、
其
こ
ぐ
あ
な
し
が
れ
き
緩
め
失
写
せ
る
者
。
或
は
生
活
の
手
段
こ
し
て
諸
國
に
俘

　
も
の
の
有
な
れ
ば
、
か
く
ざ
ま
の
人
は
、
我
家
を
出
で
す
し
て
居
な
が
遷
し
、
　
時
武
者
修
行
の
名
を
膨
れ
る
も
の
、
如
き
是
な

ら
，
、
は
ξ
・
て
の
、
・
、
、
脅
し
り
、
わ
ざ
を
學
び
夢
試
み
ん
鼠
、
お
り
。
今
其
滑
稽
な
る
一
例
を
暴
ぐ
れ
ば
．
真
受
劉
蒙
圖
棄

　
の
れ
が
方
へ
他
嬢
の
も
の
を
引
付
て
、
其
人
を
な
つ
け
て
皿
ハ
さ
ま
を
し
　
讐
響
、

準
拠
艦
腰
韓
嬬
嵩
騰
蘇
搬
醗
　
講
礁
譲
鶴
藩
毒
薬
暴
d
醗
洞

　
多
々
の
有
様
を
も
耕
へ
、
か
つ
み
つ
か
ら
の
國
の
武
威
を
し
め
こ
、
他
　
　
毒
筆
ぞ
棄
使
ひ
見
お
薪
望
砦
を
賜
㌘
し
か
ご
、
淺
て
申

　
國
へ
ひ
ド
か
ぜ
門
戸
を
臨
で
す
し
て
修
行
煙
し
．
；
、
、
査
へ
の
な
ら
ひ
　
　
　
　
融
、
櫨
寡
ζ
立
野
亡
に
、
葱
賓
“
も
ミ
よ
り
何
も
知
ら
め
も
の
な
れ

　
な
d
ワ
、
・
し
か
あ
れ
ご
今
は
か
～
、
・
し
つ
》
、
も
の
學
び
す
る
に
’
は
↑
及
げ
さ
　
　
　
　
　
　
ば
、
ロ
バ
一
打
に
頭
を
打
露
れ
て
、
早
く
座
敷
へ
・
よ
り
、
妙
々
痛
き
め

　
る
世
砿
れ
ば
其
こ
ご
に
心
づ
き
な
く
、
他
流
ミ
の
手
め
わ
也
な
ら
は
、
　
　
　
　
　
に
逢
ひ
候
ミ
て
、
「
五
月
雨
ド
打
糞
れ
て
痛
く
百
含
の
花
」
ぐ
、
云
へ
り

　
こ
は
ま
れ
～
い
竃
か
ず
る
も
暑
く
心
に
も
ミ
め
す
國
々
の
人
の
心
　
　
一
説
ド
三
夕
族
こ
て
餐
乏
こ
け
れ
ば
、
霰
に
あ
り
つ
か
誓
そ
道

　
其
班
λ
＼
の
有
さ
ま
な
ご
に
は
、
夢
匹
も
心
つ
か
す
な
ん
振
り
、
今
、
　
瘍
へ
入
り
、
武
者
修
行
者
ミ
な
り
て
飯
を
振
舞
は
ρ
、
叛
創
衡
立
．

　
紐
に
・
も
甘
々
よ
舅
修
行
者
な
“
」
、
ゼ
び
な
こ
て
山
固
に
㌧
し
も
の
も
年
毎
に
■
　
　
　
A
郭
し
σ
ろ
ま
、
其
心
得
二
物
・
に
’
よ
り
打
馴
れ
し
な
り
ぐ
」
云
へ
り
，

　
あ
れ
ざ
、
古
へ
践
か
腎
て
、
創
の
手
蟻
。
の
契
は
．
，
學
び
を
ゼ
ご
あ
り
・
こ
れ
固
よ
り
事
實
こ
し
て
俄
に
信
じ
難
き
事
な

誌
騎
嚢
ビ
鯵
襲
騰
嚇
部
論
晦
れ
ざ
も
、
長
年
月
の
闇
に
縫
々
な
る
臼
的
動
讐
よ
り

　
ら
婁
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
武
者
修
學
の
現
は
れ
牟
わ
こ
網
を
想
ふ
べ
き
な
b
。
余

ビ
あ
る
を
以
て
其
一
例
こ
す
べ
し
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
蛮
は
便
宜
上
大
后
に
於
て
以
上
六
種
に
分
類
し
て
之
を
考

　
（
第
六
類
｝
は
以
上
王
類
以
外
の
総
て
を
包
合
せ
し
も
察
ぜ
し
も
、
更
に
各
個
人
の
實
際
に
つ
き
て
之
を
考
ふ
る

の
な
り
。
例
へ
ば
罪
を
犯
せ
る
も
の
が
虞
罰
を
免
れ
ん
が
ご
き
は
、
或
者
は
其
一
に
よ
b
て
武
者
修
行
を
思
ひ
立
略



し
も
あ
り
し
な
る
べ
く
、
叉
忙
忙
は
二
三
を
盆
ね
元
り
し

な
る
べ
し
）

賑
累
の
災
學
地
理
學
　
尿

ー
タ
ー
ヌ
｝
「
）
〉

＋
舞
肯
。
新
月
以
・
大
乱
・
授
・
墾
谷
那
喜
遡
兵
。

妻
貴
学
灘
浜
纏
讐
遡
丘
ハ
。
融
舞
春
初
翻
喚
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
智
天
皇
紀
。

三
年
潤
八
月
辛
亥
塁
壁
串
。
詔
二
諸
閾
三
日
。
共
兵
士
者
。
毎
二

於
一
國
一
四
分
。
而
鮎
二
共
ご
令
レ
習
二
武
禦
も

十
一
月
己
卯
朔
丙
戌
。
於
一
一
市
中
一
嵩
r
奨
追
廣
賊
島
田
首
石
成

ナ
閑
二
三
ノ
兵
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韓
皇
天
皇
紀
∪

第
三
奮
署
　
昨
年
の
吏
画
地
哩
鵬
界

　
　
　
　
　
　
岸
言
、

　
歳
首
に
際
し
イ
特
に
、
本
欄
を
設
け
旧
る
に
、
咋
年
の
例
に
よ
琳
六
る
も

　
の
に
し
て
、
主
に
大
正
六
年
中
公
刃
ぜ
ら
れ
れ
ろ
著
書
、
離
誌
鍋
載
の
論
丈

　
の
内
容
を
、
撫
括
若
く
ほ
探
摘
し
て
批
詳
ご
論
議
ご
を
漣
σ
轟
ら
嵐
實
F

　
球
界
の
大
勢
を
報
道
ぜ
ん
こ
す
う
ち
の
な
り
。
只
紙
幅
限
り
あ
ろ
れ
め
に

　
時
に
了
簡
の
痂
響
・
し
か
ら
ざ
る
も
の
あ
ろ
は
、
諭
眼
者
の
賢
察
を
乞
ふ
斯
な
り

　
　
　
　
　
　
史
學
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

「
繍
興
昨
年
の
史
墨
界
を
回
想
ゴ
れ
ば
斯
界
の
駿
児
の
無
を
逐
ひ
隆
・
日
を
致

ぜ
ろ
を
認
め
ざ
ろ
べ
か
ら
す
。
辺
時
夏
期
講
醤
禽
の
開
癌
等
に
よ
り
、
史
學

の
湘
識
が
一
般
肚
曾
に
属
望
煙
ら
る
・
風
潮
あ
る
に
際
し
て
、
昨
年
、
東
京

丈
科
大
學
が
初
め
て
夏
期
講
演
魯
を
開
き
、
史
話
に
於
て
は
三
上
敢
授
が
、
勤

王
論
の
獲
蓬
」
を
黙
演
あ
り
・
し
は
瀧
朕
年
來
開
催
の
京
都
帝
國
大
墨
・
の
夏
期

講
演
曾
に
於
て
、
喜
田
博
士
が
「
本
州
古
代
史
恒
見
」
の
講
演
あ
締
れ
る
ミ
共

に
、
織
威
あ
る
専
門
的
研
究
が
一
般
魅
曾
の
知
識
の
向
上
に
資
す
こ
ビ
少
か

ら
ざ
る
べ
・
し
C
　
　
，

地
方
に
於
て
は
、
H
本
歴
吏
地
理
攣
曾
の
夏
期
講
演
倉
の
如
き
は
、
地
労
の

歴
史
的
研
究
の
興
欧
を
刺
載
・
し
來
り
こ
所
鳳
る
が
地
方
吏
蹟
保
春
事
業
に
蓮

時
漸
く
沈
意
を
慈
く
に
蚤
り
、
昨
年
度
に
於
て
計
細
剴
磐
手
憾
ら
れ
穴
る
も
の

第
　
　
単

一
置
五
　
（
一
三
五
）


